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資料.1 ワークショップで使用する資料の解説 

ここではマイ・タイムラインワークショップで資料の各ページについて解説してい
きます。資料は【STEP1】 【STEP3】の 3 部構成となっています。 

なお、ワークショップの内容や時間、参加人数などにより使用する資料のボリュー
ムも変わってくるため、ここで紹介する資料は必ずしもすべて用意する必要はありま
せん。必要に応じて取捨選択してみてください。時間配分についても、住 の理解度
に合わせて調整していくと良いでしょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

各ページのねらいについて解説 
各ページの説明にかける時間配分の目安 
（ワークショップを２時間と想定した場合のおおよそ

の時間配分です） 

各ページの作成のポイントや、説明時
の要点を紹介しています。 

説明する際のシナリオを取りまとめてありま
す。読み原稿を作る際の参考にしてみてく
ださい。 
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目 次 

◆ このページのねらい 
･ まずはマイ・タイムラインワークショップの流れを確認してもらいましょう。 

 

説明時間の目安：1 分 

 ◆ ポイント 
 
 
 
 
 
・ マイ・タイムラインワーク

ショップは、３つの STEP
で進めていきます。 

 
 
・ 段階を追って防災知識を身

につけられるような構成と
しています。 

 

◆ 説明する際のシナリオの例 
･ まず【STEP1】でお住まいの地区の水害リスクを学んでいきます。そして【STEP2】で洪水の際に得ることので

きる情報やタイムラインの考え方についてお伝えします。 
･ 【STEP３】 では、実際に皆様にマイ・タイムラインを作成していただきます。 
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【STEP1】自分たちの住んでいる地区の水害リスクを知る 

◆ このページのねらい 
･ ご自身が過去に経験した洪水を思い出してもらいましょう。 

説明時間の目安：3 分 

 ◆ ポイント 
 
 
 
 
・ 記載していただく情報は、

ワークショップ実施前のい
わば初期値です。 

 
 
・ ワークショップによって水

害に対する意識の変化が確
認できます。 

 

◆ 説明する際のシナリオの例 
･ 皆さんが過去に経験された洪水について振り返ってみましょう。①から⑦までのご記入をお願いします。 
･ 複数の洪水を経験された方は、最近の洪水を思い出して書いてみましょう。 
･ 時間を書く欄がありますが、正確に覚えていない方はだいたいでも結構ですので、書いてみましょう。 
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【STEP1】自分たちの住んでいる地区の水害リスクを知る 

◆ このページのねらい 
･ ご自身の地区の特性について知ってもらい、「自助」と「共助」につなげましょう。 

説明時間の目安：2 分 

 ◆ ポイント 
 
 
 
・ 人口の構成などは、自治体

のホームページから調べる
事できます。（割合などは計
算が必要になるかもしれま
せん） 

 
 
・ 同じ地区に、避難の際に助

けを要する人がいるかもし
れないことを想像していた
だくことが大切です。 

 
 
 
・ 気づいた事があればメモし

ていってもらいましょう。 

 

◆ 説明する際のシナリオの例 
･ 地区の人口は●●人で、65 歳以上人口の割合は○○%です。 
･ 一般に、高齢化率が 7%を超えると高齢化社会、14％を超えると高齢社会、21％を超えると超高齢化社

会と定義されます。 
･ 今後はさらに高齢者の割合が増えていくことが想定されますので、地域の皆様で助け合って行くことが重要と

なります。 
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【STEP1】自分たちの住んでいる地区の水害リスクを知る 

◆ このページのねらい 
･ ご自身の地区について考えてもらい、「わが事」であることを意識してもらいましょう。 

説明時間の目安：3 分 

 ◆ ポイント 
 

 

・ ご自宅の位置を確認しても
らいましょう。 

 
・ 地図は自宅と道路等が見え

る縮尺で作成できるとよい
でしょう。 

 
・ 道路や橋が見えることで、

避難経路を確認する際にも
活用できます。 

 
・ 近くの溢れそうな川が分か

るようにしておきましょ
う。 
 

・ 地形図は国土地理院の地理
院地図（インターネット）
を活用すると便利です。無
料で使うことができます。
（操作方法については P64
を参照） 

 

◆ 説明する際のシナリオの例 
･ ご自宅の位置に丸をつけてみましょう。 
･ 近所に配慮が必要な方がいるかどうか等、気づいたことをメモしてみましょう。 

･ 道路や近所の利便施設などの位置を再確認しておきましょう。 
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【STEP1】自分たちの住んでいる地区の水害リスクを知る 

◆ このページのねらい 
･ 過去の洪水を知り、ご自身の地区の水害リスクを把握してもらいましょう。 
･ 今後も同様の洪水が起きる可能性があることを実感してもらいましょう。 

 

説明時間の目安：3 分 

 ◆ ポイント 
 

 

 

 

・ 過去の水害や河川改修に関
する記録は、県や自治体の
水害誌や、県土木事務所や
国の直轄事務所の記録等か
ら調査することができま
す。 

 
・ また、「しずおか河川ナビゲ

ーション」のホームページ
では、行政の調査資料をベ
ースに、水系ごとに分かり
易く情報を集約して掲載さ
れています。
(http://www.shizuoka-kase
n-navi.jp/) 

 
・ 雨量や被害状況など具体的

に記載してみましょう。 

 

◆ 説明する際のシナリオの例 
･ 藤枝市内では過去、台風の影響などによって複数の川で堤防の決壊が起きています。 
･ 昭和 49 年の七夕豪雨、昭和 57 年の台風 18 号では大雨により浸水被害が発生しています。 
･ その後は河川改修によって、堤防が決壊するなどの甚大な被害は発生していません。 
･ しかし、近年では全国的に豪雨災害が増加しており、今後は再びこのような被害が生じる可能性もあるため

注意が必要です。 
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【STEP1】自分たちの住んでいる地区の水害リスクを知る 

◆ このページのねらい 
･ 住 の だからこそ知っている洪 やそのエピソード等を伺い、他の住 の と共有する

ことで、地域の輪を広げるための序章となるとよいでしょう。 

 

説明時間の目安：3 分 

 ◆ ポイント 
 

 

 

・ 写真を載せることで、過去
の被害状況がより伝わりや
すくなります。 

 
 
 
・ 過去の水害経験者の方がい

た場合には、話を聞いて情
報を共有できるとよいでし
ょう。 

 

◆ 説明する際のシナリオの例 
･ 藤枝市で過去に起きた水害の写真です。 
･ 写真一番下の昭和 57 年 9 月の台風 18 号による洪水では、甚大な被害が生じ、激甚災害対策特別緊

急事業に採択され、重点的に整備が行われました。 
･ 過去に水害を経験された方、または経験者から話を聞いたことがあるという方がいらっしゃいましたらお話を伺

えますでしょうか？ 
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【STEP1】自分たちの住んでいる地区の水害リスクを知る 

◆ このページのねらい 
･ 色別標高図からご自身の地区が河川より低い場所かどうかを確認してもらい、洪水発生時

に危険な場所となってしまわないかを想像してもらいましょう。 

説明時間の目安：2 分 

 ◆ ポイント 
 

 

 

 

 

・ 色別標高図は国土地理院の
地理院地図から無料で使用
することができます。（操作
方法については P67 を参
照） 

 
 
・ 標高と凡例の色を自分で設

定することができます。地
区の地形の特徴がわかるよ
うに、標高と凡例の設定を
適切に行いましょう。 

 
 
・ 断面図も同様に地理院地図

から作成することができま
す。 

 

◆ 説明する際のシナリオの例 
･ 10 30ｍの低地となっています。 
･ 断面図を見ると、堤防から住宅地に向かって土地が低くなっている事がわかります。 
･ 皆さんの住宅や避難所の高さはどのようになっているでしょうか。 
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【STEP1】自分たちの住んでいる地区の水害リスクを知る 

◆ このページのねらい 
･ ご自身の地区の特性をさらに詳しく知るために、治水地形分類図によって昔の地形状況を

確認できることを知ってもらいましょう。 

 

説明時間の目安：2 分 

 ◆ ポイント 
 

 

 

 

 

・ 治水地形分類図というの
は、土地の成り立ちを川と
の関係で見ることができる
地図です。 

 
 

・ 治水地形分類図は国土地理
院の地理院地図から無料で
使用することができます。
（操作方法については P71
を参照） 

 

◆ 説明する際のシナリオの例 
･ ここでは洪水が起きやすい地形について、さらに深く見ていきます。 
･ 7

野に分類されます。 
･ 昔から河川の氾濫が起きていた土地であることが考えられます。 
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【STEP1】自分たちの住んでいる地区の水害リスクを知る 

◆ このページのねらい 
･ 最近の雨の降り方が変わってきていることを知り、洪水のリスクが高まっていることを感

じてもらいましょう。 

 

説明時間の目安：3 分 

 ◆ ポイント 
 

 

 

・ 近年の豪雨災害では、線状
降水帯が発生しています。 

 
・ 赤が濃くなるほど、より強

い雨が降っていることを示
しています。 

 
 
 
 
 
・ 地球温暖化の影響もあり、

集中豪雨は増加傾向にあり
ます。 

 

◆ 説明する際のシナリオの例 
･ 激しい雨を降らせる積乱雲が連続して発生し、線状に並びその規模が幅 20 50km 50 200km に

なるものが線状降水帯と呼ばれています。 
･ これらは集中豪雨や局地的豪雨（ゲリラ豪雨）といった、突発的で非常に強い雨をもたらします。ここ 30 年

でみても、このような豪雨は増加傾向にあることがわかります。 
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【STEP1】自分たちの住んでいる地区の水害リスクを知る 

◆ このページのねらい 
･ 台風等による大雨、集中豪雨と局地的な大雨の特徴について知ってもらいましょう。 
･ 台風等の大雨では予測が立ちやすく、マイ・タイムラインが効果的であることを伝えまし

ょう。 
 

説明時間の目安：3 分 

 ◆ ポイント 
 
 
・ 台風はその規模や進路から

大雨の予測がある程度可能
です。 
 

・ 一方局地的な大雨（ゲリラ
豪雨）では大雨の予測が難
しく、あっという間に内水
氾濫を起こす可能性があり
ます。 

 
・ マイ・タイムラインは台風

など予測可能な水害時によ
り効果的であることを知っ
てもらいましょう。 

 
・ 氾濫には外水氾濫と内水氾

濫の 2 種類があることを説
明しましょう。 

 

◆ 説明する際のシナリオの例 
･ 台風は、事前に大きさや進路を確認することができます。そのため、マイ・タイムラインで防災行動を明確にして

おくことで、慌てずに済むのです。 
･ 一方、近年増加している局地的大雨では、早期の予測が難しく一気に大雨が押し寄せます。その結果、短

時間でも内水氾濫と言われる都市型の浸水が起こる可能性があります。急な水害に対応できるよう、日頃
から準備をしておくことが重要です。 
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【STEP1】自分たちの住んでいる地区の水害リスクを知る 

◆ このページのねらい 
･ 堤防決壊にはいくつかのメカニズムがあることを知ってもらいましょう。 

説明時間の目安：3 分 

 ◆ ポイント 
 

 

 
・ 堤防決壊のメカニズムを大

きく分類したものが① ④
になります。 

 
 
・ 2015年に茨城県常総市の 

怒川で起きた堤防決壊で
は、堤防から水が溢れる「越
水」に加え、水が地盤に浸
透して堤防が落ち込む「パ
イピング破壊」が決壊を助
 したとの調査結果が出て
います。 

 

◆ 説明する際のシナリオの例 
･ 堤防の決壊は、どのようにして起こるのでしょうか。そのメカニズムをまとめてみました。 
･ ②③④のように、河川の水が越流しなくても、堤防が壊れてしまう場合があります。 

･ 複合的な要因となる場合も多いことに留意が必要です。 
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【STEP1】自分たちの住んでいる地区の水害リスクを知る 

◆ このページのねらい 
･ 雨の降り方について、天気予報などで使われる用語と、その様子を知ってもらいましょう。 

説明時間の目安：3 分 

 ◆ ポイント 
 

 

 
・ 天気予報などで耳にする 1

時間ごとの雨量や「強い雨」
の表現が、体感としてはど
の程度の雨となるのか表で
整理します。 

 
 
・ 車で避難する場合は、雨が

強くなる前に動く事が大切
です。 

 
・ 最近では１時間あたり

100mm 以上の大雨も観測
されています。 

 

◆ 説明する際のシナリオの例 
･ 天気予報などで、「強い雨」「猛烈な雨」という言葉で表現されているのを聞きます。それぞれ、どのくらいの雨

の量なのか、体感としてどのような雨なのかを整理した表です。 
･ 雨が強いと、車での避難にも危険が伴うことが分かります。避難を考えるときの参考にしてください。 
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【STEP1】自分たちの住んでいる地区の水害リスクを知る 

◆ このページのねらい 
･ 想定しうる最大規模の雨が降ったとき、ご自身の地区や家がどのような状態になるのかを

浸水想定区域図やハザードマップ等を用いて知ってもらいましょう。 

 

説明時間の目安：3 分 

 ◆ ポイント 
 

 
・ 想定される最大規模の降雨

量は河川ごとに異なりま
す。 

 
・ 洪水浸水想定区域図には 

①洪水浸水想定区域 
②浸水継続時間 
③家屋倒壊等氾濫想定区域 
の 3 種類があります。 

 
・ さらに、③家屋倒壊等氾濫

想定区域には洪水氾濫と河
岸侵食の 2 種類があります。 

 
・ 各洪水浸水想定区域図は、

静岡県河川砂防局のホーム
ページからダウンロードで
きます。 

(https://www.pref.shizuoka.jp/ke

nsetsu/ke-320/measures/shinsuis

outei.html) 

 
◆ 説明する際のシナリオの例 
･ 想定最大規模とは、想定し得る最大規模の大雨のことです。しかし、決して起こり得ないものではありませ

ん。 
･ 想定最大規模の雨を対象とした浸水想定区域図は、①浸水範囲と浸水深を色分けした地図、②浸水継

続時間を色分けした地図、③堤防が決壊による氾濫時に、家屋が倒壊する恐れのある範囲を示した図、の
３種類があります。 
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【STEP1】自分たちの住んでいる地区の水害リスクを知る 

◆ このページのねらい 
･ 想定最大規模の大雨による洪水が起こった場合、氾濫水がどこまで及び、どのくらいの深

さになるのかを知ってもらいましょう。 

 

説明時間の目安：3 分 

 ◆ ポイント 
 
 
 
 
・ 地区内に流れる河川の浸水

想定区域図（想定最大規模）
を拡大しています。 

 
・ 浸水範囲と浸水深を確認す

ることができます。 

 

◆ 説明する際のシナリオの例 
･ 想定される最大規模の雨により 川が氾濫した場合の浸水範囲と浸水深を色分けしたものです。赤が

濃くなるほど浸水深が大きくなります。 
･ 例えば浸水深が３.0m となれば、平屋建てにお住まいの方は 1 階がすべて浸水してしまいます。そのため、洪

水が始まる前に別の場所に避難することが必要になります。 
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【STEP1】自分たちの住んでいる地区の水害リスクを知る 

◆ このページのねらい 
･ 静岡県地理情報システム（GIS）から、浸水想定区域図をパソコンやスマートフォン等か

ら確認できる事を知ってもらいましょう。 

説明時間の目安：2 分 

 ◆ ポイント 
 
 
 
 
・ 静岡県 GIS を操作して、浸

水想定区域図（想定最大規
模）を詳しく確認すること
ができます。 

 
・ 対象地区を囲むことでより

わかりやすくなります。 
 
・ 住んでいる場所の浸水深を

確認してもらいましょう。 

 

◆ 説明する際のシナリオの例 
･ こちらは、静岡県 GIS で見た浸水想定区域図の拡大図になります。 
･ ご自宅のパソコンやスマートフォンから操作していつでも確認することが可能です。 
･ ご自宅の浸水深について確認しましょう。 
･ 自宅周辺で特に浸水が深い場所や、安全な場所の目安を確認しておきましょう。 
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【STEP1】自分たちの住んでいる地区の水害リスクを知る 

◆ このページのねらい 
･ 堤防が決壊した場合に、氾濫水が引くまでにかかる時間を確認してもらいましょう。 
･ 浸 が 期に渡る場合は、避難の 法やタイミングが重要となることを説明しましょう。 

説明時間の目安：3 分 

 ◆ ポイント 
 
 
 
 
・ 地区内に流れる河川の浸水

想定区域図（洪水継続時間）
を拡大しています。 

 
・ 0.5m 以上の浸水が何時間

続くのを色分けで表示して
います。 

 

◆ 説明する際のシナリオの例 
･ 想定最大規模の洪水発生時に、浸水深 0.5m 以上の水がひくまでの時間を示しています。

ている場所は、1 日以上浸水が続く恐れがあるということになります。 
･ 浸水深 0.5m は床上浸水の目安です。浸水継続時間が 1 日以上続くような場所では、2 階に避難しても
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【STEP1】自分たちの住んでいる地区の水害リスクを知る 

◆ このページのねらい 
･ 静岡県地理情報システム（GIS）から、浸水想定区域図をパソコンやスマートフォン等か

ら確認できる事を知ってもらいましょう。 

説明時間の目安：2 分 

 ◆ ポイント 
 
 
 
 
・ 静岡県 GIS を操作して、浸

水想定区域図（浸水継続時
間）を詳しく確認すること
ができます。 

 
・ 対象地区を囲むことでより

わかりやすくなります。 
 
・ 住んでいる場所の浸水継続

時間を確認してもらいまし
ょう。 

 

◆ 説明する際のシナリオの例 
･ 平成 30 年７月豪雨のときの真備町や平成 27 年関東東北豪雨のときの常総市では、浸水が広い範囲で

。 

･ その場合、
ありますので、そうなる前に、別の場所に避難することが必要になります。 
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【STEP1】自分たちの住んでいる地区の水害リスクを知る 

◆ このページのねらい 
･ 想定最大規模の雨量による河川の氾濫により、家屋の倒壊がある範囲を確認してもらいま

しょう。 

説明時間の目安：3 分 

 ◆ ポイント 
 
 
 
 
・ 地区内に流れる河川の浸水

想定区域図（家屋倒壊等氾
濫想定区域）を拡大してい
ます。 

 
 
・ 家屋倒壊等氾濫想定区域に

は洪水氾濫と河岸侵食の２
種類があります。（該当しな
い場合もあります） 

 

◆ 説明する際のシナリオの例 
･ 想定最大規模の洪水発生時に、家屋の倒壊の恐れがある場所を示しています。 
･ この図で赤く塗られている範囲に家がある場合は、氾濫時に 2 階に避難しても家ごと押し流されてしまう可能

性があり危険です。 
･ ですので、氾濫危険水位に到達する前に避難することが重要となります。 
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【STEP1】自分たちの住んでいる地区の水害リスクを知る 

◆ このページのねらい 
･ 静岡県地理情報システム（GIS）から、浸水想定区域図をパソコンやスマートフォン等か

ら確認できる事を知ってもらいましょう。 

説明時間の目安：2 分 

 ◆ ポイント 
 
 
 
 
・ 静岡県 GIS を操作して、浸

水想定区域図（家屋倒壊等
氾濫想定区域）を詳しく確
認することができます。 

 

 

・ 堤防沿いの場所では家屋倒
壊の可能性があることがわ
かります。 

 

◆ 説明する際のシナリオの例 
･ ご自宅が赤く塗られている範囲に入っているかどうか確認しましょう。 
･ 実際に氾濫が起きた場合、必ずしも浸水想定区域図のとおりになるとは決して限りません。ですが、避難判

断の目安として非常に有効となります。ぜひ、ご自宅に戻りましたら静岡県 GIS にアクセスして、もう一度確
認しておきましょう。 
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【STEP1】自分たちの住んでいる地区の水害リスクを知る 

◆ このページのねらい 
･ STEP1 のまとめとして、ご自身の地区の浸水想定やご家庭の状況について記入してもらい

ましょう。 

説明時間の目安：5 分 

 ◆ ポイント 
 
 
 
・ ご自身が住んでいる場所の

水害リスクを再確認しても
らいましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ マイ・タイムライン作成の

前提条件となる、家庭の状
況についてチェックしても
らいましょう。 

 

◆ 説明する際のシナリオの例 
･ ページ上の段には皆さんがお住まいの場所の水害リスクを記入する欄、ページ下の段には家庭の状況をチェッ

クする欄がありますので記入してみましょう。 
･ 例えば、車の有無は避難方法に関係してきますし、車が複数台ある場合には、浸水しないように、避難に使

わない車を事前に高台に避難させておくことなどが考えられます。 
･ ペットがいる場合には、避難所への同伴が可能かどうかの確認も必要になってきます。 
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